
JARAグループのトップ交代で心機―転めざす

▲土門志吉」ARAグ ループ新会長

3月9日、腕」ARA(北 島宗尚社長)とJARA

グループ(今丼雄治会長)は名古屋市の東急ホ

テルで第 15期 の株主総会とグループ年次総

会及び懇親会を関係者多数を招待して開催し

た。い」ARA株 主総会では栗原裕之取締役の

専務取締役昇任、」ARAグ ループ総会では土

門志吉副会長の会長昇任を議決、心機―転の

体制を打ち出し、今年の活動に新風を吹き込む

意向である。

総会当日の午前中に開催された帥」ARAの

第15期株主総会では昨年急逝した土門五郎

氏、守屋隆之氏、また今回退任を表明した今丼

鐵也氏の後任を埋めるため、取締役だつた栗原

裕之氏の専務取締役昇任を満場一致で採択

し、北島宗尚社長の足元を固める決議を行つ

た。い」ARAの 業績も発足 15周 年を迎え、連

続して右肩上がりで、今回の新体制でさらに社

業前進を目指す方向である。

◆JARAグ ループの動きに変化

続けて午後からの」ARAグ ループの第4回

年次総会では各部報告、各ブロック報告、決算

報告、監査報告に続いて役員改選が提議され、

今期の今丼雄治会長任期満了に伴う会長改選

が行われ、新会長に土門志吉副会長の会長昇

任が決議された。

また同時に現副会長川島準―郎氏の兼務と

して新設の企画渉外部長就任も公表された。こ

のほか昨年新設された次世代会(高橋建作会

長)の次世代部への名称変更、その他各部各ブ

ロック代表者の異動なども明らかにされた。

続いて予算案、規約改廃について議事が進

められ、総会の前半が終了し一旦休憩の後、再

開、今期のブロック内役員の紹介が行われた。

続いて表彰式に移り、カテゴリー分け例会取

り組み表彰、品質優良工場表彰、全国一斉清掃

活動報告が行われた。

その後、一般社団法人自動車再資源化協力機

構からの」ARAグ ループの現状報告があり、今

年度の重点項目が示された。最後にい」ARAか

らの報告を受け、総会の全ての議事を終えた。

◆後半の懇親会は議麗で盛況

年次総会に引き続いて持たれた合同の懇親

会では来賓に経済産業省の行政関係者を始

め、関連他団体の責任者多数が列席し、同グ

ループの総会開催を祝福した。

経産省を代表して保坂明製造産業局自動車

課自動車リサイクル室長は「貴業界には経営の

合理化と競争と協調の促進のふたつの課題を

お願いし、さらに団体統合に積極姿勢を見せて

頂きたい」と述べ、関連企業の豊田通商いの横

丼靖彦取締役副社長執行役員も「循環型社会

に対応した全てを永く使い、再利用を促す社会

に進んでいきたい。そのための安くて早く提供

できる自動車リサイクルパーツ生産に取り組ん

でもらいたい」とし、最後に日本EL∨リサイクル

機構酒丼康雄代表理事も「行政側から団体統

合を早くと剛速球を頂きました。まさに今年は

業界にとつて百年に一度のエポックメイキング

な年になる。オールジャバンの力の結集で臨み

たい」と挨拶した。

三者の挨拶を受けて日本自動車リサイクル

部品協議会会長でい」ARAの 専務取締役に就

任した栗原裕之氏が乾杯の音頭を取つて懇談

の時に進んだ。最後に宴も半ばを過ぎ中締めと

して豊田通商い顧間白丼琢三氏が挨拶して閉

会となつた。

【解説】

一連のトップ交代と組織変更に伴い、今回選

任された土門志吉新会長は、「今年度のグルー

プ活動方針は『部品流通の拡大』『グループ全

体の売上向上』を基本方針とし、スローガンとし

てはグループメンバーの意識再統一を目指し

て『―蓮托生』を選んだ」と説明している。

グループの業績に関しては前年対比 103

9%で 鉄クラップ市況の好転を受け、同時に昨

年を通じて展開されたカテゴリー別業績分析

方式で各個企業の問題点洗い出しが成果を挙

げたことなどから、昨年に比べ回復の機運は掴

んでいる。

さらに昨年はトップ層の他界が続いたい」A

RAの 業績も今回の栗原裕之氏の専務取締役

就任で変化が予想され、グループ全体としての

進撃力は増大の気配を見せている。

(株)JARAも 栗原裕之氏の専務昇任で体制]封ヒ

▲後半持たれた懇親会は関係する官界、業界の多数が招かれ盛況だった▲名古屋市内の東急ホテルで開かれた」ARAグ ループの総会



栗原裕之代表理事の決断で話合いに動き

り協側が日本ELVリサイクル機構に入会決意
後の組織作りや具体的な運用方法を考えて

行きます。この形を今年6月 のEL∨機構の年

次総会で承認を取り付け、そのり協側理事メ

ンバー含めて新体制の全理事で来年の年次

総会までに基本部分を仕上げるという行程で

す。り協としてはこの方針については承認は

すでに取りつけています。最終的な基本の取

り組みは今年年内には完了させたいと思つて

います。

5年 前では考えられないスピードですね。もう

出来上がったかのような雰囲気になつて来て

います。このスピード感はどこからきている

のでしょうか。・。

栗原 わたしがり協の代表理事に就任する条

件として、匿L∨機構さんとの合併問題に積極

的に取り組むことを承認してもらうことが入つ

ていました。合併ありきで代表に就任させて

いただいたという面があります。それと5年 前

とは市場の環境が全然違います。新車の巨V

化のスピードも上がつてきましたし、自動車リ

サイクルの環境自体が切迫してきました。大

きいふたつの団体が三分したまま過こせる環

境ではなくなつてきたという厳しい現実があ

りますね。話し合いは緊急を要していると言つ

ても過言ではありません。この点は指導され

る行政官庁も全く同じお考えだろうと思いま

す。自動車リサイクル事業者としての共通の

認識を深めるためにまず団体の一本化は必

須のことではないでしょうか。
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昔から、自動車解体業は「バラバラにする」の

が得意で、ひとつに「まとめるのは替手」な業

界だという笑い話が囁かれていましたが、現

時点では様変わりですね。(笑い)

栗原 言われる通りです。今は関係者全員の

気持ちがこのままではダメだという想いの方

が強くなつてきています。現状打開が必要で

す。わたし自身も話し合いばかり重ねて実効

が伴わない状況というのが嫌いなタイプなの

で、やるからには期限をきめて予定通りことを

運ぶのが当然だと考えているのです。

では次の場面ではどういうことが待ち受けて

いるとお考えですか。

栗原 今後のリサイクル業界ですが我々業

界内の淘汰は益々進むと考えます。今までの

ビジネスモデルでは難しいでしよう。先の事は

解りませんが、リサイクルの業界は動脈産業

より数年後に問題が表画化します。しつかりと

情報を先取りして、将来どのようなビジネスに

つなげるべきか予測する必要があります。

そうなつて行くためにはどうあるべきでしょう

か。

栗原 業界として業界全体が強くなる必要が

あると思います。そのためにはお互いに協調

するべき時は力を合わせなければならないと

思います。今がその時だと思いますね。特に

他業界や行政にもしつかりとわれわれの業界

の意見を述べる事が出来る業界団体でなけ

ればいけないと思つています。

日本自動車リサイクル部品協議会の栗原裕

之代表理事が気合いの入つた組織運営に取

り組んでいる。目下、注目を集めている日本匡

LVリサイクル機構(酒丼康雄代表理事)との

団体統合の話し含いである。一致団結を実現

する為にはり協側がELV機 構に全員入会して

も良いとまで言い切つての組織調整で約1年

後の実現を目指している。「言うは易し、行う

は難し」の見本のようなリサイクル業界の統

合話に活を入れる勢いである。

ますり協とELV機 構との話し合いの現状につ

いて説明してください。

栗原 先日のり協賀詞交歓会の席でも発表

しましたが、り協が現在のEL∨機構に合併し

て行く方向です。そのためにはり協のメン

バー 13人 がEL∨機構の理事として加入し、

そのうちの6人 が常任理事として就任後、今

ビッグウェープ3月17日と18日に名古屋市内で研修会
ジェイシ申レゾナンスの松永博司氏を講師に招き学習

▲研修会参加者は現場熟知の実務者ばかりで熱気がこもる

いビッグウェーブ(服部厚司社長)は3月 1

フ日、18日の両日、名古屋市中村区の愛知県

産業労働センターで全国実務者研修会を開

き、変化が激しい自動車整備業界事情の習得

を目指した講演を聞き学習効果を挙げた。

研修会初日は13時 30分 からスタートし、

まずはじめにいジェイシーレゾナンス代表取

締役松永博司氏の 「地殻変動時代に如何に

勝ち抜くか・クルマの進化と今後のアフター

マーケット2018」 と題する約 1日寺間40分 の

講演を聞いた。

その後一旦休憩の後、自社品の売り上げ

アップのための生産管理と題して「数値に基

づいた在庫管理」について実例発表後に参

加者同士の意見交換のときを持つた。これに

引き続いて提携企業のプレゼンテーシヨンが

行われ新商品情報の学習も行つた。

二日目は午前9時からお客様に愛されるフ

ロントマンになるためにと題して①お客様と

の信頼関係の構築②お客様(最終ユーザー)

への認知度向上策についての実例発表後

に、参加者同士の意見交換のときを持つた。

その後商品名及び損害定義の統一について

の検討会を持ち、全ての予定を終えた。

研修会当日、講師に迎えたいジェイシーレ

ゾナンスの松永博司講師は東京ビッグサイト

でこのほど開催された「オートアフターマー

ケットフェア2018」を総合企画した最右翼の

整備戦略の1青報通で、同氏の講演内容は貴

重なもの。短時間で集中的な学習として中身

の濃いものとなつた。またその他の参bll者同

士の情報交換もテーマを絞り込んだ内容で

時機を得たものとなつた。



循環・再生・延長・サービス化。そしてシエアヘ
Circular Economyは ビジネスの基本に急成長

本篇もいよいよ佳境に入る。世界規模で

経済 の動 きを環境型 の動態で観測する

Circular Economy(サーキュラー・エコノ

ミー)の思想が大きく浮上してきた。郷古教

授の自動車リサイクルに付いての分析が話

の核心に触れる。リサイクルの本場米国の

生の声を聞き、世界に冠たる日本の自動車

産業が今後どう動くべきなのか、鋭い提言

が続く。

Circular Economy

ARA事 務局の ウィルソン氏 による米

国ARAの 特記事 項として 「資本主義経

済 史上 、最大 の革 命」とも例 えられる、

Ci「cular Economy(サ ーキュラー・

エコノミー )戦 略だが、いよいよ欧州 の

自動車メーカー を中心 に取 り組 み が始

まつたことが報告された。

このCi「cular ttconomyに ついて

説明を力日えると、Ci「cu ar Economy

は単純 に和 訳 すれば 「環 境 経 済」、「環

境 型 経 済 」と訳 せ るが 、これ らの 用 語

は、一般 的 に地球 環境 保 護 や地 球 資 源

保全の意味にとられることが多い。

がここで述べるCircular ttc o n o―

myは 、企業が利益を追求するための新

たな ビジネス手 法 と考 えた方 がよさそ

うである。

Ci「cular Economyは 、製品や材

料の価値を経済活動の中で最大 限に生

か し、維 持 的 に利 益 を追 求 するた めの

新たなビジネス手法であり、その結果と

して持続可能な低炭素社会 も実 現でき

るとしている。

つまり、企業はCi「cular ttconomy

により利益を生み、二酸化炭素 (C02)

排 出量 の 低 激 な どを惹 起 し、結 果 的 に

地球 環境 にも良 いとするビジネス手 法

である。

このCi「cular

巨conomyは 、

2015年 に出版

さ れ た Peter

Lacy 氏らの著

書 「Waste  to

Wealth(廃 棄

物 か ら富へ )」で も述 べ て いるように、

イギ リス産 業 革 命以 来 (250年 前 )続

いた事業経営のための資源浪費を肯定

した廃棄物 を生み出す 「直線 的」な経済

モ デ ル を 、3R+Rebui t

(Remanufactured)を 効果的に推進さ

せてCircularな 経済モデルに変えよう

とする概念である。

製 造業者 にとつて EPR(生 産者 拡大

責 任 )を 含 めて廃 棄 物 リサ イクル は無

駄なコストだという考えを改め、大きな

ビジネスチャンスととらえることで 、世

界の Ci「cular ttconomyビ ジネスは、

2030年 までに540兆 円の経 済価 値

があるとの予測もある。

尚、Ci「cu ar Economyを 推進す

る背 景 には、新 興 国経 済 の急 成 長 によ

るエネル ギ ー /原 材 料 の 需 要 の 高 まり

によるエネル ギ ー /原 材 料価 格 の 上 昇

があるとする意見もある。

Circular Economy5つ の要素

Ci「cula「 Economyに は、企業競

争 の 優 位性 につな がる下 記 の ような 5

つ の 要 素 「原 材 料 の 循 環 」、「資 源 再

生」、「製 品寿命の延長」、「製 品のサー

ビス化」、そ して 「所有からシェアヘの転

換」がある。

1)「原材 料 の循 環」は、いわ ゆる 「スク

ラップ素 材 リサイクル」ということがで

き、製 品生 産 に使 う原 材 料 を廃 棄 物 か

ら再 利 用 可 能 な もの に変 え、原 料 調達

の負担・リスクを下げる方法である。

2)「資源再生」は、役害」を終えた使用済

み製品から活用できるリサイクル部品な

どを取 り出して再利用する方法である。

3)「 製 品 寿 命 の 延 長 」は 、Rebui t

(Remanufactu「 ed)、再生・再製造に

よつて製品 (部品 )が使 える期 間を伸 ば

して行 く方法である。

4)「製 品のサー ビス化」は、製品を販売

するばかりでなく、製品を低価格で貸 し

出 して 、す べ て の モ ノに 関 して 、イ ン

ターネット化するlo丁、テレマチックス、

クラウドといつた 1丁技術 を活用 し、販売

後 のサー ビス事 業をこれまで以上 に充

実させる方法である。

例 え ば、いまや多 くの 国で採 用 を始

めて いる 自動 車 故 障 診 断端 末 OBDと

アクセスできる先進車 両運行管理 シス

テム 「丁∪RAN」 に代表されるように、

車両 の使用分 だけ課金 し収益を得る方

法や、消費者へ 車両点検整備等 の提案

をし、その蓄積 していく情報をユーザー

との継 続 的な 関係 づ くりな どに活用す

る方法などがある。

5)「 所 有 か らシ ェア ヘ の 転 換 」は 、

∪ber(ウ ーバー )などのカーシェアリン

グの ように、個 人 が所 有 する車 をタク

シーとして有効活用する方法である。

因みに、欧州では、Ci「cu a「 Econ―

omyの 原理 による事業行動計画が欧州

委員会で採択され、「Ci「cu ar Econ―

omy Package」 の名の下で、すでに企

業活動が始まつており、この法案 には整

備性 、修理性 の良 い耐 久1生の高 い製品

づ くり等 の 条頂 が経済 成長 戦 略として

盛 り込まれている。

【新連載インタビュ…シリーズ「二代ロトップ

に聞く』は今回お休みします】

▲郷古実教授

▲昨秋カナダで開かれた第10回 IRT会 議の模様



饉鰺鶴鶴甕鷲猛菫:獲鶴鶴趙楼夕な漑
轟鷺轟院の量麗鐘方蛉轍蜆
畿入れ纏路の拡大も嬢畿

▲商品写真撮影のための     ▲村中貴治パーツ担当課長
ラボを特設

今回登場いただいたビッグウェーブメンバー

は中古車オークシ∃ンの大手∪SSを 背後に持つ

いアビヅ(瀬田大社長)。今年4月 から部品生産

の戦略を大幅に変更する姿勢を見せている。同

社は目下、総社員数 150人 (内国内部品担当20

人)、月間の入庫台数 1フOO台 、部品在庫量500

0点の規模。4月 からの戦略変更に備えて在庫点

数を大きく絞り込んだ状態だ。

1生 産のベテラン村中氏を販売に配置

その同社のパーツ担当課長として昨年 10月

から着任、今春の新体制に備えているのが村中

員治課長(43歳 )である。同氏は輸アビヅ創業時

からのベテランでこ/71まで部品生産現場に従事

してきたが、今回の異動でパーツ部門の管理に

異動した。

いアビツの新戦略は部品の自社生産の抜本的

な強化で基本を品質重視に置き、自社製部品の

量産を目指すというもの。従来の□―カル販売

を止め、販売は提携関係にある専業事業者に委

託する方向だ。

担当の村中氏も「2003年 の倉J業以来、自社

独自の手法でリサイクル部品販売に取り組んで

きたが、その過程でなにが一番重要lDNを学んで

きた。基本はまず品質向上で販売効率はその次

に来ると思うJとし、同社の性格付けを高品質部

品の量産工場にレベルアップするとしている。

■車両仕入れの行動半径を拡大ヘ

当初は背景の中古車オークシ∃ン部門からの

車両の受け入れをもつぱらとしてきたが、今期か

らは仕入れの行動範囲も大きくし、扱い車種の

バランスも取りたい意向だ。

自社生産の強化、仕入れ活動の活発化、提携

事業者との販売連携強化などの戦略を総合的に

打ち出して会社の機能見直しを図る。

「部品販売の間口を広げるため関係の深い中

古車オークシ∃ン会場やビッグウェーブグループ

の会員各位の工場も積極的訪問させていただ

いて行動半径を広げたいJ(村中氏)としており、

中古車オークション関連という特殊な環境で

育つたいアビヅが新しい動きを開始する。文字通

りのキーマン村中課長の誕生である

名古屋市港区昭和町14の 24

下EL052 619 6620躙

飾 写 !1111】Pちょまf」l皇本にゼ綴山囃
TEL 03 3548 3010 責任者/柴 田 純奈

▲村中貴治パーツ担当課長

」AttA会 震

難菫磯雛甕:鶴機な:籐菫鶴甦祓猛1姦;菫磯難
スズ奉の新車痣釉臀量鶉
鸞鑢髄饉糠晶の豊麓鱗畿

▲軽四ディーラー出身の        ▲松山真也生産主任
リサイクル事業者の同社

今回のい」ARA会 員は三重県のオートセン

ターモリエコワールド事業部(森淳次社長)であ

る。平成 14年 に設立され、総社員 13人 で月間

の処理台数は400台 。そのうちリサイクル部品

生産台数は45台 で在庫量は5000点 の規模。

背景にスズキの新車ディーラー オートセンター

モリ(同社長)が控える有力事業者である。とい

うわけで、品質管理と美化作業の責任者松山真

也氏(40歳 )に登場していただき、現状を語つて

いただいた。

■キャリアは¬5年 目の大ベテラン

松山氏は入社が平成 15年 なので今年で業界

歴は14年 を数える。入社以来品質管理と美化の

ふたつの作業を担当し、傍ら現場の指揮も取る

状態。今では同社の生産管理の総元締めの立場

にある。

しかも入社以来この立場に立ち続けて来てい

るので、同社のお得意様には名前が浸透しており、

なにかあればこ相談に応じる日々を送つている。

「美化作業というのはリサイクル部品では非常

に重要な作業です。つまり部品がお客様の手元

に届いたときの第一印象がこれで決まります。す

こしでも塵や傷が目に入ればその瞬間アウトと

いう危険が付きまといますから」という。そして

次に梱包の良し悪しも大きく影響が出る。完璧な

状態でお客様の手元に届くことが絶対条件だか

らともいう。

●新車顧害の信頼を裏切らない部品商売

ここまで来てやつと値段ばかりが商売ではな

かつたということがしんみりと伝わつてくる。これ

までの経験から「永い付き合いが出来ているか

否かJはこのふたつの要素から成り立ってきたの

だと確信しているとしている。

同社は地元ではトップクラスのスズキ車の新

車ディーラーで定期的に開催される「お客様特

別招待会」の当日は超人気でちょつとしたお祭り

型分が味わえる。そういう顧客関係が成立してい

るなかでのリサイクル部品販売なのでうつかりし

た品質の部品は表には出せない。徹底した高品

質と完璧な梱包状態が松山氏の監督のもとで生

み出されることが必須の条件になつている。

三重県伊賀市東湯舟2750
丁EL0595 43 2225

」A資ムグループ会員

鬱筵鰺礼 競蜀 巫Z鶴爾鶴鶴
鰺覚でトップ級の購体纂警
鱗潔な繭験で書の心犠鯉鰻

▲月間1200台 の処理台数誇る同社   ▲杉田正フロント主任

新潟県上越市の新潟オートリサイクルセンター

(飛田岡」―社長)は飛田テックいの中心的自動車

リサイクリレセンターである。今回はそのフロント

を長期間担当するベテラン杉田正主任(45歳 )に

登場していただき、日常の働きぶりを披露してい

ただいた。

,地 元ではトップ級の企業規模

同センター(上越工場)は設立が平成13年 、総

社員35人 で月間の処理台数は1200台 、部品在

庫量は10000点 の段階。後の平成16年 設立の

新潟オートリサイクルセンター下越を含めると北

陸地区ではトップの規模を誇つている。

そんな同社で約11年 間フロント業務に取り組

んできたのが杉田主任である。同氏は元は静岡

県のトヨタ紡織に勤務し、新車の内装部品製造ラ

インで約10年働いた経験を持つている。  .

その後に新潟県に移住し、同センターのフロン

トに就職、現在に至つている。自動車の部品につい

ては十分な知識を持つてリサイクルの現場に入つ

て来たことになる。

杉田流のフロント対応は田日座に顧客の要望を

キャッチし、商談時間は短くまとめるJというもの。

だらだらと交渉に時間をわヽナ過ぎな_iというのが

信条だ。

■商談は深追いせず顧害の気持ち重視

「お客様の心情をどこまでも重視することに専念

しています。わたしとしては値段も品質も自信があ

る商品であつても、買い取られる側に少しでも不満

があると察知したら、決して深追いの商談はしませ

ん。最後までお客様のお気持ちが穏やかに進んで

いくかどうかのほうが問題なんですJと説明する。

こういう感覚に成熟するまでには、部品につい

ての基礎知識はもちろん、互換性についての周辺

情報、さらには付帯するその他の部品についての

細かい知識など、ほぼすべての情報に精通してい

なけ/rLば、っぃっぃ売りたいという気持ちが先に

立って強引な商談になりかねない。もう少しでク

□―ジングという最後の瞬間をどこで見極める

か、杉田主任の極意がそこにある。誰でもが真似

ができる雰囲気ではないが、接客ビジネスの微妙

な切れ味を漂わせる対応が光つている。

新潟県上越市下五員野58の フ

丁EL025 539 1515

株式会社 ビッグウェ…ブ
〒4970005 愛知県あま市七宝町伊福鍛治屋前58
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▲松 山真也生産主任


